
　
働き方改革をどのように
進めているか

̶̶  ヒューマンキャピタル2019のテーマ
は「社員に選ばれる会社づくり再始動！」
です。成長の機会や場を提供するのは会社
の役割ですが、自分のスキルを引き上げ、
社会に貢献するのは社員の義務。その
意味で、会社と社員はイコールパート
ナーであり、働き方改革も両者の対等な
関係を築くものでなくてはなりません。
こうした観点から議論を深めていければと
思います。まずは働き方改革に関する各社
の取り組みの内容をご紹介ください。

八木　イトーキはオフィスをはじめ、様々な
働く空間作りをサポートしている会社で、
私自身は研究開発部門が長く、数年前から
働きやすさや生産性向上に寄与し、かつ
健康的なオフィスが作れないかという
テーマに取り組んできました。そんな中で、
オフィス改善は確かに一定の効果はあるが、
それだけでは足りないという思いが強まり、
働き方関連のソリューションを持つ会社
と新しい取り組みを始めています。それが
11の企業とブランドが集まった「FROM 
PLAYERS」というプロジェクトで、働き
手の視点から、より高いパフォーマンスを
発揮できる働き方を考え、それを社会に

拡げていくための活動をしています。本日は
その事務局の立場も兼ねて来ています。
三上　オリックスでは2016年にグループ
10社からメンバーを募り職場改革推進
プロジェクトを立ち上げました。当社は
極めて幅広い事業を手掛けており、様々な
バックグラウンドを持つ人材が集まって
いますので、プロジェクト開始当初は多様
な働き方をサポートする人事制度を整備
することに注力し、所定労働時間の短縮や
スーパーフレックスタイム制度、リフレッシュ
休暇取得奨励金制度などを実施しました。
社員の意識改革も進み、有休取得率は
80％、残業時間も減りました。現在は、
意識変化から具体的な行動を実行して
いくステージと考えています。例えば、IT
充実化や外部オフィス利用などインフラ
整備を進めることで、生産性向上を支援
することに力点を置いています。
山本　ANAでは、客室乗務員、パイロット、
整備士、地上係員など現場型のスタッフ
が8割を占め、2割が間接スタッフ。それ
ぞれの働き方改革を進めています。私が
統括している客室乗務員については、

2016年から1年間の勤務日数を個人の
事情に合わせて選択できる制度を導入しま
した。2011年から導入している短日数勤務
制度では、対象者が限定されていた中、
2016年に年間調整勤務を導入することで
対象者の幅を広げ、申請者は全員取得でき
ています。当社には8000名の客室業務員
がおり、そのうち2500名が20代から30代
前半。従来だと結婚・出産で100％の勤務
日数では働けないため退職していたところ、
制度の導入で勤務を続けられる社員が
増え、退職率は以前と比べ半減しました。
また、間接スタッフを対象に、テレワークを
社内で普及させるために、2018年から
故郷でテレワークができる「テレさとワーク」
を導入しています。
大橋　パナソニックの中でも、我々コネク
ティッドソリューションズ（CNS）社はBtoB
を担当しています。パナソニックは創立
以来100年間、家電中心で伸びてきま
した。しかし、過去の成功体験をベースと
した文化では、残念ながら「顧客志向が
足りない」「内向き志向になっている」など
様々な課題が出ており、それをいかに変え
るかに、ここ2年ほど取り組んでいます。
例えば、CNS社の本社は大阪から東京に

移し、席はフリーアドレスで役員の個室も
廃止。服装も自由。上司部下の関係も
上意下達的なマネジメントを改めるよう
施策を進めています。
北崎　PwCコンサルティングで、私は
約20年ずっと組織・人事関連のコン
サルティングをしていますが、最近よく
「Employee Experience」（EX）がテーマ
に挙げられます。要は「従業員にいかに
価値を提供するか」ということで、当社内
でも取り組みを進めています。
　当社には39カ国の様々な国籍の社員が
おり、また20代・30代のミレニアル世代
以降の社員も増え、様々な価値観を持った
人材が1つの職場で働くようになってきて
います。そうなると従来のように、みんなを
1つの働き方やキャリアモデルの仕組みに
入れるのではなく、オーダーメイドで一人
ひとりを支援していくような体制・仕組み
づくりが重要になってきます。そのため、
私のチームでは新しい人が入ると、上司
のほかに、キャリアアドバイザーのような
「コーチ」、相談役の「バディ」をつけて、
「多様性に合わせた多面的なサポート」を
受けられる体制を構築しています。
田中　当社では「新しい給与」を発明し、

サービス化しました。従来の給与・人事制度
で見逃されていたことが、テクノロジーの
力を使うと解決できるのではということ
で始めたのが、「Unipos」という“ピア
ボーナス”を簡単に実現するサービスです。
ピアボーナスとは、従業員同士で何か感謝
や貢献を感じた際に、50円から100円程度
の少額のお金を贈り合うもの。「お茶を持っ
て来てくれた」でも「会社のために陰でこう
いうことをしてくれていた」でもOKです。
社内の信頼関係を生み出すには、目立た
ないけど貢献している人、すなわち「サイ
レントヒーロー」を見つけ出すことが大事。
メルカリさんにもお使いいただくなど、今では
2万人ほどのユーザーがいて、ちょっとし
た社会的ムーブメントになっています。
唐澤　私はメルカリでPeople&Culture
という部署を担当しています。平たく言えば
人事総務です。当社ではHuman Resource
という言葉は、人を資源として扱っている
と感じることから使わず、「人らしく、自分
らしく働いてほしい」ということでPeopleと
置き換えています。また、総務も雑務のよう
な印象を与えてしまうので、これも「我々の
文化を社内に浸透させるために働いている」
ということでCultureと呼んでいます。

社員に選ばれる
会社づくり再始動！
～生産性向上のための働きがい、
　次世代に合わせた組織変革に向けて～

ステアリングコミッティ

企業の人事・組織戦略・人材関連サービスのための専門イベント「ヒューマンキャピタル2019」が、5月29日から31日まで、
東京国際フォーラムにて開催される。これにあわせて、日経BP社では、ステアリングコミッティ（運営委員会）を設立。イベントに
先立って開かれた会合において各委員が、自社での働き方改革の取り組み内容や、社員に選ばれる会社をいかにしてつくるか
について、活発な意見交換を行った。その模様をレポートする。
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